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私の研究分野は、ビルマ古典文学である。具体的には、ミャンマー（特に研究対象とするのは、最後の王朝時代で

ある１８～19世紀のコンバウン時代）において、「文学」というものがいかなる目的で作られ、受容されてきたかとい

うことに問題関心を置いている。更には、「文学」と括られる対象は、国や時代によって異なること、「文学史」なるも

のは、政治的イデオロギーによって作り出されたものであるということを考察し、地域研究の一環として文学研究を

行っていくことを意図している。

実際にこれまで行ってきた研究は、次の通りである。これまで私は、ミャンマー古典歌謡（１８８６年にイギリス植民

地となる以前の歌謡）の歌詞について研究してきた。具体的に修士論文では、４０余りある古典歌謡ジャンルの一

つであるチョ‐タチン（「弦歌」。竪琴を伴奏とする歌のジャンル）の歌詞を収集し、確認できた５００篇余りの歌詞の

内容を分析した。その結果、宮廷で作られ受容されていたと考えられているこのジャンルが、実際には、宮廷の外

の世界でもともとは作られていたものであり、それが宮廷にとり込まれ発展したということを明らかにした。その方

法は、チョ－タチンに見られる「替え歌」に注目することにより、「替え歌」のもとである「もと歌」との違いを出してい

くことである。「もと歌」と「替え歌」の内容の違い（例：自然描写的なものと王権讃仰的なもの等）から、「もと歌」と

「替え歌」の作られた場が、宮廷の外と内と異なっていたことを示した。

以上のような歌謡創作の流れは、チョ－タチンだけでなく他の歌謡ジャンルについても言えるのではないかという

ことが、現在私が立てている仮説である。ミャンマーにおける歌謡の創作は、宮廷の外のものが宮廷の中へとり込

まれていくという大きな流れがあること、それはつまり既存のものを使いそれを作り替えていくという創作上の特徴

に基づいていると考えられる。ミャンマー古典歌謡の代表的なジャンルとされる「パッピョ－（鼓歌。太鼓を伴奏とす

る歌）」は、隣国タイの旋律を利用した歌謡であり、これも「作り替え」という創作の流れの中に位置付けられると思

われる。以上のことから、博士論文においては、パッピョ－というジャンルを作ったウー・サという人物（１７６６－１８

５７）に焦点をしぼり、彼のパッピョ－創作がミャンマー文学史・音楽史において革新的であると同時に、伝統に則

ったものであったことを明らかにし、ミャンマーにおける歌謡創作の意図を探っていくことを計画している。

以上のような研究のために、日本では不可能に近い資料の収集を現地でじっくりと行い、ミャンマー文学・歌謡に

対する理解を現地研究者と共に深め、博士論文執筆の基礎を固めるために、ミャンマーへの２年間留学を希望し

ている。














